
二，.

噌

fヨ予2

お
i

十
一
時
十
五
分 
i

i

、丸〆

新
し
い
年
を
迎
え
て

令
和
五
年
(
紀
元
二
六
八
三
年
)
の
笑
卯
(
み
ず
の
と
う
)

の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
(
い
や
さ
か
)
と
氏

子
崇
敬
者
の
皆
様
の
御
平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
し
い

一
年
が
は
じ
ま
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
過
ご
さ
れ
て

&
い
る
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
時
節
柄
、
不
安
に
な
る
よ
う
な
情

報
を
耳
に
す
る
こ
と
も
多
い
世
の
中
で
す
が
、
ぜ
ひ
神
社
へ
お

凶
参
り
に
行
き
、
神
さ
ま
の
御
神
徳
を
い
た
だ
い
て
、
幸
多
き
一

年
を
お
過
ご
し
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す 

正
月
「
奉
納
行
事
」
の
ご
案
内

当
神
社
境
内
に
て
以
下
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す

1
月
2
日
(
月
)

九
時
三
十
分

十
時 

ii

十
一
時 
i

1
月
3
日
(
火
)

十
時 
i

十
時
十
五
分

正
午

。。



尺
八
、
詩
吟
朗
詠
(
竹
友
会
・
岳
心
流
吟
友
会
)

古
武
道
演
武
(
総
合
福
祉
武
道
学
会
・
小
林
会
・

神
万
正
武
塾
)

木
遣
り
、
梯
子
乗
り
(
気
組
・
富
士
木
遣
り
愛
好

会
・
青
柳
会
・
富
士
地
区
鳶
工
業
連
合
会
)

巻
藁
射
礼
(
富
士
市
弓
道
協
会
会
員
)

武
道
演
武
(
神
明
館
)

甲
子
曜
子
(
富
士
本
町
甲
子
鳴
子
保
存
会
)

馬
弓
神
事
(
紅
葉
台
木
曽
馬
牧
場
)

。

。

節
分
祭
「
豆
ま
き
式
」
2
月
3
日
(
金
)

一
回
目
特
別
祈
祷
十
二
時
豆
ま
き
式
は
約
初
分
後

二
回
目
特
別
祈
祷
十
四
時

三
回
目
特
別
祈
祷
十
六
時 
(

H

)

(

H

)

※
厄
除
・
招
福
祈
願
神
事
の
受
付
中
、
詳
細
は
社
務
所
ま
で

8米之官浅周 神社 ネ土報
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生
辺
制、昭和381lo隼昭和39年生� )

春の七草

人
セリ ズナナ ゴギョウ ハコベ� 

F
スズシロ

※
数
え
年
は
、
誕
生
日
前
の
場
合
は
2
歳
、
-
誕
生
日
を
迎
え
て
い
る
場
合

は、
 

1
歳
を
足
し
て
計
算
し
ま
す
。

ー
レ
ト
品
、
つ
ノ 

24歳

前厄� 本厄� 

25歳� O

神
社
で
は
、
家
内
安
全
・
身
体
健
全
・
商
売
繁
盛
・
初
宮

参
り
・
七
五
三
詣
・
学
業
成
就
・
合
格
祈
願
・
交
通
安

全
・
旅
行
安
全
・
縁
結
祈
願
・
子
授
祈
願
・
安
産
祈
願
・

厄
蹴
い
・
病
気
平
癒
・
心
願
成
就
・
地
鎮
祭
・
竣
工
祭
・

自
動
車
清
械
な
ど
様
々
な
ご
祈
願
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
神
さ
ま
に
近
い
場
所
で
、
願
意
を
届
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
祈
願
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
神
社
ま
で

連
絡
先
米
之
宮
浅
間
神
社
社
務
所

一
丁
目
一
六 

九 

六
静
岡
県
富
士
市
本
市
場
五
八
二 

O

O

マスクを置自問してください. 

8
0
五
四
五
(
六
ご 

八
一
七 

B
O
王
四
五
(
六
ご 

八
二
九

O O

Eヨ

p正r;oJ;i:t5!J:1"il!，，.，;1o1:_ 

神社や神道について詳しくは

こちらのQRからご覧ください。内

の
節
供


せ
っ
く

日
本
に
は
一
年
を
通
し
て
多
く
の
節
供
が
あ
り
ま

す
が
、
年
が
明
け
て
最
初
の
節
供
は
、
人
日
の
節
供

(
一
月
七
日
)
と
い
い
、
七
種
の
節
供
、
ナ
ナ
ク
サ
と
も

呼
び
ま
す
。
七
種
類
の
野
菜
を
粥
に
し
た
七
草
粥

を
食
べ
て
、
一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
う
日
本
の
伝

統
的
な
風
習
で
す
。
こ
の
風
習
は
、
中
国
か
ら
伝
わ

り
ま
し
た
が
、
日
本
に
も
、
正
月
初
め
て
の
子
の
日
に

若
菜
を
摘
む
野
遊
び
の
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
が
交
わ
り
、
平
安
時
代
に
は
七
草
粥
を
食
べ
て

い
た
と
さ
れ
ま
す
。
代
表
的
な
春
の
七
草
は
、
セ
リ
・

ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ

シ
ロ
で
す
が
、
地
方
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

厄
年
に
つ
い
て


面
が
強
い
で
す
が
、
本
来
厄
年
は
、
晴
の
年
齢
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
厄
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
社
会
に
お
い
て

一
定
の
地
位
を
得
る
こ
と
を
示

し
、
宮
座
へ
の
加
入
や
神
輿
担
ぎ
を
行
う
な
ど
、
神

事
に
多
く
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

心
身
を
正
常
に
保
ち
、
言
動
を
慎
む
行
動
を
す
る

必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
数
え
年
で
は
、
新
年
を

迎
え
る
正
月
に
年
を
取
る
の
で
正
月
に
厄
払
い
を

受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
厄
年
の
年
齢
に
な
り
ま

し
た
ら
、
厄
払
い
や
厄
除
け
の
ご
祈
願
を
受
け
ま

神
社
か
ら
の
お
願
い

神
社
で
は
感
染
予
防
に
対
し
様
々
な
取
り
組

み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
清
々
し
い
気
持

ち
で
神
社
に
お
参
り
し
て
戴
く
為
に
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
で
も
感
染
症
対
策
に
十
分
に
気
を

付
け
て
戴
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成12年隼) 

41歳
昭和58笠竺1 

60歳� 
'

(平成� I1室生J 

42歳
ぇ昭和57年生� 

61歳

平
一 
4

昭
一
ー1
昭

a
a

生

生

厄
歳
時
一歳
竺
歳
理

後

お
則
一口
和
一 一

令
和
五
年
厄
年
表

前厄� 

18歳� 
{平成18笠生� 

32歳
五成4年生} 

36歳
昭和63~草生 

60歳
昭和39室生

本厄� 

19歳
平成17年生1 

33歳� 
'平成3年三� 

37歳
昭和62年生� 

61歳
昭和38年生)

後厄� 

20歳
、卒成16年生1 

34歳
平成2年三� 

38歳
昭和61年生� 1 

62歳� 
'昭和37年三、

厄
年
は
、
人
の
一
生
の
中
で
も
様
々
な
災
難
に
あ

い
や
す
い
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
負
の
側


